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第
１
ペ
ー
ジ 

は
じ
め
に 

 

こ
れ
ま
で
、
会
報
は
、
第
7
号
ま
で
発

行
し
ま
し
た
が
、
各
号
と
も
、
そ
の
時
々

に
必
要
な
連
絡
事
項
を
掲
載
す
る
た
め
、

時
系
列
的
な
常
小
区
自
主
防
の
動
き
は

分
か
り
に
く
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
活
動
の
前
提
と
な
る
想
定
と

設
立
か
ら
令
和
5
年
末
ま
で
の
活
動
状

況
を
ま
と
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

災
害
規
模
に
対
応 

常
磐
地
区
も
過
去
に
様
々
な
災
害
に

さ
い
な
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
特
に
地
震
対
策
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
状
況
を
ま
ず
は
整
理
し
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
や
関
係
公

共
団
体
は
、
防
災
の
具
体
策
を
定
め
諸

施
策
を
実
施
中
で
す
が
、
こ
の
分
野
の

質
と
量
を
決
め
る
基
礎
の
一
つ
が
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
で
す
。

被
害
想
定
は
、
東
日
本
大
震
災
の
十
数

倍
と
い
う
大
き
な
規
模
を
示
し
て
い
ま

す
か
ら
、
自
主
防
災
会
も
特
に
そ
の
規

模
に
留
意
し
た
備
え
が
必
要
で
す
。 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定 

内
閣
府
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
の
発
生
が
切
迫
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
発
生
す
る

大
規
模
地
震
対
策
を
検
討
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
23
年
8
月
、
内
閣
府
は
、「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」
を

設
置
し
、
起
点
と
な
る
「
科
学
的
知
見
に

基
づ
く
、
発
生
し
う
る
最
大
ク
ラ
ス
の

地
震
・
津
波
」
を
想
定
し
、
第
一
次
報
告

と
し
て
、「
震
度
分
布
・
津
波
高
（
50
ｍ

メ
ッ
シ
ュ
）
」
を
、
第
二
次
報
告
と
し
て

「
津
波
高
（
10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）・
浸
水
域

等
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

一
方
、
平
成
24
年
4
月
、
中
央
防
災

会
議
防
災
対
策
推
進
検
討
会
議
の
下
に

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
Ｗ
Ｇ
と
し
ま
す
）
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｇ
は
、
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
で
想
定
す
べ
き
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
・
津
波
に
対
す
る
被
害
想
定
を

平
成
24
年
8
月
29
日
、
平
成
25
年
3

月
18
日
に
公
表
し
、
そ
の
被
害
に
基
づ

く
減
災
目
標
を
基
本
計
画
に
定
め
、
防

災
対
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
人
的
被
害
の
軽
減
に
関
し
て
は
、

想
定
さ
れ
る
死
者
数
を
今
後
10
年
間
で

概
ね
8
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
物

的
被
害
の
軽
減
に
関
し
て
は
、
想
定
さ

れ
る
建
築
物
の
全
壊
棟
数
を
今
後
10
年

間
で
概
ね
5
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
に
は
目
標
と

す
る
期
間
の
10
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

防
災
対
策
の
進
捗
を
確
認
す
る
た
め
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
次
の
目
標
を
定
め

る
た
め
の
新
た
な
被
害
想
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

人
と
経
済
の
被
害
規
模 

前
述
の
被
害
想
定
は
、
国
や
関
係
公

共
団
体
が
行
う
あ
ら
ゆ
る
対
策
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
、
ま
た
国
民
に
防
災
対

策
の
必
要
性
を
周
知
す
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
複
雑
で
す
。
例
え
ば

人
的
被
害
想
定
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

人
的
被
害
想
定
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

「
地
震
動
5
ケ
ー
ス
」
「
津
波
11
ケ
ー

ス
」「
季
節
と
時
刻
の
組
合
せ
3
ケ
ー
ス
」

「
風
速
別
」
「
想
定
項
目
と
し
て
、
建
物

崩
壊
・
津
波
・
急
傾
斜
地
崩
壊
・
地
震
火

災
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
等
」
、
こ
れ
ら
の

組
合
せ
、
並
び
に
①
東
海
地
方
が
大
き

く
被
災
す
る
ケ
ー
ス
②
近
畿
地
方
が
大

き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス
③
四
国
地
方
が

大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス
④
九
州
地
方

が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス
の
4
つ
の

ケ
ー
ス
別
に
結
果
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
公
表
は
、
地
震
動
2
ケ
ー
ス
、

津
波
4
ケ
ー
ス
と
の
組
合
せ
＋
季
節
時

刻
3
種
と
風
速
の
組
合
せ
、
こ
れ
ら
の

結
果
を
4
地
方
別
に
想
定
項
目
別
の
公

表
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
デ
ー
タ
も
膨

大
で
す
が
結
果
も
広
範
で
複
雑
で
す
。

こ
こ
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
最
小
最
大

の
み
を
示
し
ま
す
。
平
成
24
年
8
月
29

日
発
表
の
死
者
数
想
定
は
、
最
小
約
3

万
2
千
人
～
最
大
約
32
万
3
千
人
で

す
。
令
和
元
年
6
月
に
は
マ
ク
ロ
把
握

を
目
的
と
し
て
、
再
計
算
を
行
い
公
表

し
て
い
ま
す
が
、
死
者
数
想
定
が
、
最
小

6
万
人
～
最
大
23
万
1
千
人
と
最
小

値
が
増
加
最
大
値
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
動
は
、
建
物
の
耐
震
性
の
強
化

策
、
家
具
等
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
の

強
化
、
津
波
に
対
す
る
避
難
対
策
、
火
災

に
対
す
る
防
災
対
策
が
奏
功
し
た
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

経
済
的
被
害
想
定
は
、
手
法
の
記
載

を
省
略
し
ま
す
が
、
平
成
25
年
3
月
18

日
発
表
で
は
、
資
産
等
の
被
害
合
計
1

6

9
兆
5
千
億
円
、
経
済
活
動
へ
の
影

響
合
計
50
兆
8
千
億
円
、
総
合
計
2

2

0
兆
3
千
億
円
で
す
。
令
和
元
年

6
月
の
再
計
算
で
は
、
資
産
等
の
被
害

合
計
1

7

1
兆
6
千
億
円
、
経
済
活

動
へ
の
影
響
合
計
42
兆
1
千
億
円
、
総

合
計
2

1

3
兆
7
千
億
円
で
す
。 

人
と
経
済
の
被
害
想
定
を
転
記
し
ま
し

た
が
、
規
模
の
大
き
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

香
川
県
と
市
町
別
被
害
想
定 

平
成
26
年
6
月
、
香
川
県
危
機
管
理

総
局
危
機
管
理
課
は
「
香
川
県
地
震
・
津

波
被
害
想
定
調
査
報
告
書
」
を
発
行
し

ま
し
た
。 

同
報
告
書
の
被
害
想
定
総
括
表
に
よ
る

と
、
想
定
地
震
を
、
「
南
海
ト
ラ
フ
（
Ｌ

２
）
」「
南
海
ト
ラ
フ
（
Ｌ
１
）」「
中
央
構

造
線
」
「
長
尾
断
層
」
の
４
種
別
に
、
想 

→

第
２
ペ
ー
ジ
に
続
く→
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第
２
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 
―

続
き―

 
定
項
目
を
、「
建
物
被
害
揺
れ
に
よ
る
被

害
」
な
ど
30
項
目
別
に
各
被
害
想
定
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

「
南
海
ト
ラ
フ
（
Ｌ
２
）
」
が
最
大
ク
ラ

ス
で
す
が
、
香
川
県
下
の
死
者
数
6
千

2
百
人
。
直
接
経
済
被
害
額
3
兆
3
千

億
円
～
3
兆
4
千
億
円
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。 

そ
し
て
、
同
報
告
書
は
、
県
下
17
市
町

別
に
被
害
想
定
を
示
し
て
い
ま
す
。 

観
音
寺
市
の
被
害
想
定 

「
香
川
県
地
震
・
津
波
被
害
想
定
調

査
報
告
書
」
に
記
載
さ
れ
る
観
音
寺
市

の
被
害
想
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

基
に
な
る
震
度
分
布
は
、「
南
海
ト
ラ

フ
Ｌ
２
」
最
大
ク
ラ
ス
、
観
音
寺
市
の
臨

海
部
で
震
度
7
、
平
野
部
全
域
が
震
度

6
強
で
す
。 

建
物
被
害
（
全
壊
）（
冬
18
時
）
合
計

7
千
6
百
棟
。
人
的
被
害
（
死
者
数
）

（
冬
深
夜
）
合
計
7

9

0
人
。
人
的
被

害
（
負
傷
者
数
）（
冬
深
夜
）
合
計
2

5

0

0
人
。
人
的
被
害
（
自
力
脱
出
困
難

者
）
1

1

0

0
人
（
津
波
に
よ
る
要
救

助
者
）
20
人
。
避
難
者
（
避
難
所
）（
発

災
直
後
）
1
万
3
千
人
。（
１
か
月
後
）

6
千
9
百
人
。
避
難
者
（
避
難
所
外
）

（
発
災
直
後
）
8
千
7
百
人
。（
１
か
月

後
）
1
万
6
千
人
。
断
水
人
口
（
発
災

直
後
）
88
％
5
万
4
千
人
（
１
か
月
後
）

32
％
2
万
人
。
停
電
率
（
発
災
直
後
）

1

0

0
％
（
１
か
月
後
17
％
固
定
電

話
不
通
回
線
率
（
発
災
直
後
）
78
％
（
１

か
月
後
）
8
％
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
2
項

目
、
交
通
施
設
3
項
目
、
災
害
廃
棄
物
量

等
は
記
載
略
） 

常
磐
地
区
の
被
害
想
定 

「
南
海
ト
ラ
フ
Ｌ
２
」
の
場
合
、
常
磐

地
区
の
震
度
分
布
は
、
6
強
で
す
。
こ
れ

は
、
熊
本
地
震
に
お
け
る
、
熊
本
市
内
最

大
震
度
と
同
じ
で
す
。
熊
本
市
民
74
万

人
の
約
15
％
11
万
人
が
避
難
所
に
殺

到
し
ま
し
た
。
常
磐
で
は
常
磐
人
口
6

3

5

4
人
の
同
率
と
し
て
9

5

0

人
の
避
難
所
避
難
者
数
が
単
純
予
測
で

き
ま
す
。
ま
た
常
磐
人
口
は
、
観
音
寺
市

内
の
10
．
9
％
に
当
た
り
、
観
音
寺
市

被
害
想
定
避
難
所
避
難
者
数
1
万
3

千
人
と
の
比
例
数
で
は
約
11
％
の
1

4

2

2
人
と
な
り
ま
す
。
市
内
臨
海
部

の
震
度
が
7
で
す
か
ら
平
野
部
震
度

6
強
に
あ
る
常
磐
の
実
数
は
比
例
数
よ

り
多
少
小
さ
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
千
人
規
模
の
想
定
が
妥
当
と

な
り
ま
す
。 

死
者
負
傷
者
他
の
被
害
も
市
内
人
口
比

を
用
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
易
い
と
思
い

ま
す
。
10
％
と
仮
定
し
て
も
こ
の
狭
い

常
磐
で
死
者
79
人
、
負
傷
者
2

5

0

人
、
避
難
所
避
難
約
千
人
、
避
難
所
外
避

難
約
8

7

0
人
等
々
と
推
測
で
き
ま

す
。 

被
害
想
定
の
捉
え
方 

 

こ
こ
で
、
も
う
一
度
こ
れ
ま
で
記
載

し
た
被
害
想
定
の
性
質
を
補
足
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
気
象
庁
の
解
説
の
一
部

を
次
に
転
記
し
ま
す
。 

「
震
度
分
布
・
津
波
高
の
被
害
想
定
は
、

発
生
過
程
に
多
様
性
が
あ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
一
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
整
理

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
こ
の
想

定
ど
お
り
の
揺
れ
や
津
波
が
発
生
す
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
千
年
に
一

度
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
発
生
頻
度
が

低
く
、
次
に
発
生
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
を
予
測
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に

も
留
意
が
必
要
で
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
述
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

モ
デ
ル
検
討
会
」
が
「
科
学
的
知
見
に
基

づ
く
」
と
修
飾
す
る
部
分
の
説
明
に
当

た
り
ま
す
。
最
大
の
震
度
分
布
等
の
想

定
は
、
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
発
生
時
期
と
か
規
模
ま
で
は
予

測
で
き
ま
せ
ん
か
ら
そ
の
旨
厳
密
な
解

説
を
加
え
て
い
ま
す
。
こ
の
被
害
想
定

は
、
防
災
対
策
の
基
準
に
す
る
け
れ
ど

も
、
予
知
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
言
っ
て

い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す

る
巨
大
地
震
は
、
活
断
層
が
も
た
ら
す

直
下
型
地
震
と
違
っ
て
海
溝
型
と
し
て

周
期
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
や
発
生

を
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
政
府
機
関
外
で

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
2

0

3

5
年

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
5
年
の
間
が
、
巨
大

と
な
る
3
周
期
ぶ
り
の
発
生
期
と
な
る

と
の
説
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
Ｗ
Ｇ
の
被
害
想
定
公
表
文
中

に
は
、
次
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

「
こ
の
よ
う
な
甚
大
な
被
害
想
定
結
果

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
と
も
す
れ
ば
、

不
安
感
を
募
ら
せ
、
こ
れ
ま
で
の
防
災

対
策
が
無
意
味
で
あ
る
か
の
よ
う
な
風

潮
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
対

策
を
講
ず
れ
ば
想
定
さ
れ
る
被
害
も
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
」「
し
た
が
っ
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

対
策
を
総
動
員
し
て
地
震
・
津
波
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

さ

ら
に
、
国
民
一
人
一
人
が
、
今
回
の
被
害

想
定
に
何
ら
悲
観
す
る
こ
と
な
く
、
① 

強
い
揺
れ
や
弱
く
て
も
長
い
揺
れ
が
あ

っ
た
ら
迅
速
か
つ
主
体
的
に
避
難
す
る

② 

強
い
揺
れ
に
備
え
て
建
物
の
耐
震

診
断
・
耐
震
補
強
を
行
う
と
と
も
に
、
家

具
等
の
固
定
を
進
め
る
③ 

初
期
消
火

に
全
力
を
あ
げ
る
等
の
取
組
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
も
犠
牲
者
を

減
ら
す
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
」 

つ
ま
り
、
こ
の
被
害
想
定
は
、
国
民
へ

の
周
知
と
、
国
や
関
係
公
共
団
体
が
想

定
外
を
作
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
広
域
で
大

規
模
な
防
災
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の 

→

第
３
ペ
ー
ジ
に
続
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第
３
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 
―

続
き―

 
基
礎
と
し
て
捉
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

常
磐
小
学
校
区
自
主
防
災
会
を

設
立 

令
和
3
年
10
月
21
日
、
「
常
磐
小
学

校
区
自
主
防
災
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

設
立
目
的
は
「
住
民
の
隣
保
協
同
の

精
神
に
基
づ
く
自
主
的
な
防
災
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
震
そ
の
他
の
災

害
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図

る
こ
と
」
。
役
員
構
成
は
「
会
長
・
副
会

長
を
常
磐
地
区
自
治
会
協
議
会
会
長
・

副
会
長
兼
任
と
し
、
理
事
14
名
を
、
自
治

会
協
議
会
総
務
4
名
、
常
磐
公
民
館
運

営
協
力
委
員
企
画
広
報
部
員
（
各
団
体

代
表
者
他
）
6
名
、
常
磐
公
民
館
長
、
常

磐
小
学
校
長
、
観
音
寺
警
察
署
常
磐
駐

在
、
観
音
寺
市
消
防
団
常
磐
分
団
長
の

各
兼
任
」
と
し
ま
し
た
。 

校
区
と
し
て
の
課
題
は
、
観
音
寺
市

内
に
お
け
る
被
害
想
定
な
ど
に
鑑
み
て

「
指
定
避
難
所
常
磐
小
学
校
避
難
所
開

設
運
営
」
を
優
先
し
ま
し
た
。 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
最
大
ク
ラ
ス
の

被
害
想
定
で
は
、
広
域
の
激
甚
災
害
と

な
り
、
被
災
現
場
に
は
1
～
3
週
間
の

想
定
で
公
的
支
援
が
届
き
ま
せ
ん
。
更

に
、
避
難
者
数
の
想
定
は
、
常
磐
地
区
内

の
自
治
会
館
等
に
分
散
避
難
し
た
と
し

て
も
常
磐
小
学
校
に
は
千
人
前
後
の
避

難
者
が
殺
到
し
、
4
～
5
ヵ
月
間
の
避

難
生
活
を
住
民
主
導
で
運
営
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

発
災
現
場
よ
り
逃
れ
せ
っ
か
く
助
か
っ

た
命
が
、
避
難
所
の
感
染
症
対
策
・
衛
生

管
理
・
健
康
管
理
な
ど
の
失
敗
か
ら
「
災

害
関
連
死
」
に
至
る
よ
う
な
第
２
次
災

害
が
先
例
に
多
数
あ
り
社
会
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

最
大
ク
ラ
ス
を
想
定
し
、
避
難
所
開
設

と
い
う
初
動
か
ら
し
っ
か
り
対
応
す
る
、

そ
し
て
被
災
が
そ
れ
よ
り
小
さ
く
な
れ

ば
良
し
と
す
る
ス
タ
ン
ス
が
肝
要
で
す
。 

意
思
決
定 

常
磐
小
学
校
区
自
主
防
災
会
は
、
定

例
会
議
開
催
を
継
続
し
つ
つ
意
思
決
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
会
議
歴
は
記
載
略
） 

令
和
４
年
度
の
訓
練 

小
学
校
現
場
に
お
け
る
（
実
動
）
訓
練
の

準
備
と
し
て
（
図
上
）
訓
練
を
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
3
分
割
し
て
実
施
。 

令
和
4
年
4
月
21
日
第
1
回
避
難
所

開
設
（
図
上
）
訓
練 

令
和
4
年
8
月
29
日
第
2
回
避
難
所

開
設
（
図
上
）
訓
練 

令
和
4
年
10
月
28
日
第
3
回
避
難
所

開
設
（
図
上
）
訓
練 

令
和
4
年
11
月
20
日 

第
1
回
避
難
所
開
設
実
動
訓
練 

 

そ
し
て
、
令
和
4
年
度
に
常
磐
小
学

校
に
お
い
て
初
回
と
な
る
避
難
所
開
設

実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
実
動
）

本
番
は
、
市
担
当
、
防
災
士
、
役
員
と
自

治
会
長
、
女
性
部
役
員
、
前
自
治
会
長
計

59
名
が
参
集
し
実
現
で
き
ま
し
た
。
初

め
て
の
試
み
で
し
た
の
で
時
間
を
要
し

課
題
を
残
し
ま
し
た
が
、
常
磐
の
中
か

ら
僅
か
な
人
数
な
が
ら
も
初
動
と
し
て

意
義
深
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
関
係

の
皆
様
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

反
省
の
一
つ
と
し
て
第
２
回
実
動
訓

練
ま
で
に
手
順
別
に
リ
ー
ダ
ー
訓
練
を

行
う
事
と
し
ま
し
た
。 

防
災
出
前
講
座 

ま
た
、
地
区
内
は
災
害
が
少
な
く
全

体
に
防
災
意
識
が
希
薄
で
あ
る
反
面
、

地
域
を
守
る
意
思
が
働
い
て
い
る
自
治

会
長
な
ど
の
要
職
者
か
ら
は
、
啓
発
希

望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
残

る
中
、
地
区
内
を
11
区
に
分
け
、
各
地
の

個
別
リ
ス
ク
を
反
映
し
た
防
災
出
前
講

座
を
分
散
実
施
し
ま
し
た
。
位
置
づ
け

を
各
自
治
会
の
防
災
活
動
と
し
ま
し
た

の
で
、
当
時
の
自
治
会
長
さ
ん
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
巡
回
を
通
じ
て
地
区
内
の
防

災
意
識
状
況
が
よ
く
把
握
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

令
和
4
年
10
月
16
日 

1
区
目
（
小
岡
33
人
） 

令
和
4
年
11
月
6
日 

2
区
目
（
丸
山
・
丸
中
33
人
） 

3
区
目
（
丸
西
・
中
原
30
人
） 

令
和
4
年
11
月
27
日 

4
区
目
（
村
黒
上
・
下
58
人
） 

令
和
5
年
7
月
2
日 

5
区
目
（
原
・
上
・
大
道
26
人
） 

6
区
目
（
下
中
・
高
木
41
人
） 

7
区
目
（
四
辻
・
田
井
・
宮
北
21
人
） 

令
和
5
年
7
月
9
日 

8
区
目
（
西
下
31
人
） 

9
区
目
（
北
上
・
北
下
29
人
） 

10
区
目
（
南
44
人
） 

令
和
5
年
8
月
7
日 

11
区
目
（
常
磐
団
地
29
人
） 

令
和
5
年
１０
月
22
日 

第
2
回
避
難
所
開
設
実
動
訓
練 

 

快
晴
、
気
温
19
度
位
で
や
や
暑
く
感

じ
る
中
、
14
時
よ
り
約
１
時
間
半
に
亘

っ
て
右
標
記
を
実
施
。
そ
の
数
日
後
、
観

音
寺
市
と
県
防
災
士
会
の
指
導
役
よ
り
、

次
の
主
旨
の
評
価
を
得
ま
し
た
。「
今
日

明
日
に
発
災
し
小
学
校
に
避
難
者
が
多

数
押
し
寄
せ
た
と
し
て
も
、（
住
民
主
導

で
）
何
と
か
避
難
所
開
設
で
き
る
レ
ベ

ル
に
達
し
て
い
て
見
事
で
し
た
」
と
。 

も
ち
ろ
ん
今
後
の
課
題
は
多
い
で
す

が
、
感
染
症
隔
離
、
安
全
確
認
、
衛
生
環

境
確
保
、
避
難
所
利
用
者
の
特
定
と
入

所
ま
で
、
百
人
規
模
を
約
1
時
間
で
達

成
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
地
区
の
為
に
と

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
も
の
で
す
。 

皆
さ
ん
お
一
人
に
と
っ
て
は
、
単
純
な 

→

第
４
ペ
ー
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４
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―

続
き―

 
作
業
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
手 

順
毎
の
結
集
で
大
き
な
意
義
を
持
ち
ま

す
。
中
に
は
、
も
っ
と
統
率
し
た
い
意
欲

に
駆
ら
れ
る
方
も
い
ら
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ま
だ
緒
に
着
い
た
ば
か
り
で

す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
て
い
な
い
大
多
数
の
方
へ 

 

令
和
5
年
度
は
、
避
難
所
を
開
設
す

る
手
順
毎
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
各
自

治
会
よ
り
合
計
70
名
の
受
講
者
を
派
遣

頂
き
、
事
前
に
手
順
別
に
リ
ー
ダ
ー
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
い
ざ
発
災
の
時
、
手

順
毎
に
一
人
で
も
避
難
所
に
到
達
す
れ

ば
、
開
設
手
順
書
に
基
づ
い
て
初
動
で

き
易
い
と
い
う
狙
い
で
す
。 

手
順
別
実
動
訓
練
の
実
施
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

令
和
5
年
5
月
22
日
（
プ
ロ
セ
ス
２ 

リ
ー
ダ
ー
訓
練
＝
Ｐ
２
Ｌ
と
以
下
に 

記
載
す
る
場
合
ア
リ
） 

（
Ｐ
２
の
リ
ー
ダ
ー
11
名
が
誕
生
） 

令
和
5
年
6
月
12
日
（
Ｐ
４
Ｌ
4
名
） 

（
Ｐ
５
Ｌ
2
名
） 

令
和
5
年
6
月
26
日
（
Ｐ
６
Ｌ
2
名
） 

（
Ｐ
７
Ｌ
6
名
） 

令
和
5
年
7
月
14
日
（
Ｐ
８
Ｌ
12
名
） 

令
和
5
年
7
月
24
日
（
Ｐ
９
Ｌ
5
名
） 

（
Ｐ
10
Ｌ
6
名
） 

令
和
5
年
8
月
21
日
（
Ｐ
11
Ｌ
12
名
） 

令
和
5
年
8
月
28
日
（
Ｐ
12
Ｌ
10
名
） 

令
和
5
年
9
月
11
日
（
Ｐ
１
Ｌ
22
名
） 

 

以
上
8
回
、
そ
れ
ぞ
れ
19
時
30
分
よ

り
1
～
2
時
間
の
模
擬
訓
練
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
ま
で
熱
心
に
考
え
て
頂
い
た
印

象
で
す
。
各
回
に
お
い
て
懇
親
会
を
並

行
し
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
時
間
的
効
率
を
優
先
し
、

ま
た
訓
練
量
で
は
、
本
番
を
迎
え
て
理

解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
必
要
最
低

限
の
内
容
に
治
め
ま
し
た
。 

小
学
校
に
お
け
る
第
2
回
避
難
所
開

設
実
動
訓
練
本
番
の
参
加
は
、
役
の
重

複
を
除
か
ず
に
記
載
す
る
と
、
指
導
3

名
、
役
員
と
自
治
会
長
29
名
、
防
災
会
長

15
名
（
重
複
11
）
、
手
順
別
リ
ー
ダ
ー
66

名
、
自
治
会
女
性
部
27
名
、
地
区
社
協
役

員
5
名
、
の
計
1

4

5
。
役
の
重
複
を

除
く
参
加
実
数
は
、
1

1

6
名
で
し
た
。 

訓
練
全
体
に
手
順
書
を
交
付
し
進
捗

を
統
括
す
る
リ
ー
ダ
ー
は
、
理
事
の
中

か
ら
3
名
、
手
順
別
実
動
は
、
事
前
訓
練

を
受
け
た
手
順
別
リ
ー
ダ
ー
66
名
が
担

当
。
そ
れ
以
外
の
方
に
避
難
者
役
に
な

っ
て
も
ら
い
訓
練
の
流
れ
を
把
握
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
動
を
終
え
た

リ
ー
ダ
ー
も
避
難
者
と
し
て
最
後
に
入

所
し
ま
し
た
。 

訓
練
ス
タ
ー
ト
が
14
時
10
分
。
各
手

順
に
よ
り
、
感
染
症
隔
離
、
安
全
確
認
、

衛
生
環
境
確
保
、
ス
ペ
ー
ス
設
営
等
を

行
い
、
約
1

0

0
名
の
避
難
所
利
用
者

登
録
票
を
受
け
、
入
所
者
番
号
カ
ー
ド

を
交
付
。
そ
し
て
入
所
を
完
了
し
た
の

が
15
時
07
分
で
し
た
。 

令
和
５
年
１０
月 

避
難
所
利
用
者
登
録
票
、
及
び

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
配
布 
 

先
の
訓
練
で
も
約
1

0

0
名
の
方

が
、
総
合
受
付
の
前
で
登
録
票
に
手
書

き
記
入
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
苦
痛
の

よ
う
で
す
。
将
来
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
た
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
簡
単
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
ま
だ
ま
だ
先

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
会
報
第
7
号
で
登
録
票
用
紙
を

事
前
配
布
し
ま
し
た
。
念
の
た
め
注
意

事
項
を
再
度
記
載
し
て
お
き
ま
す
。 

「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
は
、 

□
避
難
者
名
簿
の
作
成
資
料
と
な
り
ま

す
。（
適
切
な
公
的
支
援
を
受
け
る
に
は

名
簿
が
必
要
で
す
。
） 

□
家
族
と
は
別
行
動
と
な
っ
て
単
身
等

で
避
難
し
て
き
た
人
、
帰
宅
困
難
者
、
他

の
地
域
か
ら
の
避
難
者
、
自
治
会 

 
 

未
加
入
者
、
そ
し
て
避
難
所
外
避
難
者

（
在
宅
・
車
泊
・
テ
ン
ト
泊
等
）
は
、 

 
 

常
磐
小
学
校
避
難
所
に
据
え
置
き
の

「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
に
記
入
し

て
も
ら
い
ま
す
。 

□
「
避
難
所
利
用
者
登
録
票
」
は
、
観
音

寺
市
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
の
様

式
２
号
に
該
当
し
ま
す
。 

但
し
、
「
常
磐
地
区
防
災
計
画
」
に
適
す

る
よ
う
住
所
表
示
部
等
を
部
分
補
正
し

て
い
ま
す
。 

登
録
時
に
は
、 

□
安
否
確
認
の
問
い
合
わ
せ
対
応
の
た

め
、
氏
名
や
住
所
の
公
開
を
し
て
よ
い

か
確
認
を
行
い
ま
す
。 

□
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
、
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
特
に
注
意
が
必
要
な
方
の
対

応
は
、
取
扱
者
を
特
定
し
必
要
最
小
限

で
行
い
ま
す
。 

□
障
が
い
者
、
妊
産
婦
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
者
、
外
国
人
な
ど
、
特
に
配
慮
を
要
す

こ
と
が
あ
る
か
確
認
し
ま
す
。 

□
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
傷
病
者
な
ど
、

特
に
配
慮
を
要
す
方
々
（
要
配
慮
者
）
は
、

状
況
に
応
じ
て
福
祉
避
難
所
や
医
療
機

関
等
に
入
所
で
き
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。 

□
運
営
協
力
の
た
め
、
特
技
や
資
格
な

ど
が
あ
れ
ば
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

以
上
時
系
列
に
活
動
状
況
を
ま
と
め

ま
し
た
が
い
か
が
で
し
た
か
？
皆
さ
ん

ご
自
身
や
ご
家
庭
の
減
災
準
備
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て
「
避
難
者

は
被
災
者
で
す
が
お
客
様
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
と
お
り
、

被
災
後
の
助
け
合
い
の
こ
と
も
、
お
互

い
に
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

お
わ
り 


